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１．研究の目的と背景
製紙産業は，長年にわたり愛媛県の主要産業であるが，

社会構造の変化とともに主力商品の変遷があり，品目は

多岐にわたっている。本共同研究を行った「だるま製紙

所」は，色紙の台紙の製造技術を活かした展開により，

パネル式の和紙による壁紙［ペーパネ］を開発した（注

１）。和紙の見本帖や自社ホームページにシミュレーショ

ンツールを準備したものの，消費者に具体的なイメージ

を伝える配色のサンプルが必要であった。　

本研究は，和の天然素材の魅力について，多様な角度

から消費者に具体的なイメージを伝えることを目的とし

て，様々な設定を想定して，カラーデザインのサンプル

を複数提示する。又，ストレスを感じないシミュレーショ

ンツールとするために，操作プロセスの検討も加える。

その後，試作による検証を行い，細部の検討や修正を経

て，最終の提案とする。

地域の産業による新しい取り組みが，地域の技術や産

業創出に留まらず，古民家再生や景観再生にまで繋がり，

ひいては地方の抱える問題を解決する一助となる可能性

を含む事例になりうると考える。また，社会の問題にデ

ザインが関わるパブリックデザインの一環ともいえる。

　

２．研究,調査の方法
２．１．［ペーパネ］の特徴

［ペーパネ］の特徴を把握するため，「だるま製紙所」

にヒアリングを行う。また，ホームページも参照する。

２．２．カラーデザインの検討

販売促進のために自社ホームページに開設されたシ

ミュレーションツールと色見本帳を用いてカラーデザイ

ンのサンプルを制作する（図１） （図２）。あらかじめ想

定されている一般的な施工にあわせて，切断方向は水平

と垂直のみとして，経済性も考慮して，ペーパネの端数

や残部が出ないことを条件とする。対象や場所をあらか

じめ設定して，バランスがとれた事例の提示となるよう

に考慮する。

その後，シミュレーションツールと色見本の色差によ

る調整を行う。
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用色名に準拠しながら，若年層への訴求力向上もはかっ

ている。

［雲流和紙］は，薄手で柔らかな透け感のある和紙で，

昔ながらの障子紙に似た印象がある。 ［金和紙］は，麻

の繊維に由来した厚さと張りがあり，無骨ななかに華や

かな印象もある。

サイズは，通常の和紙サイズである菊版（95㎝×63㎝）

で，パネルサイズは93㎝×62㎝となる。

染色に関しては，商品コードと共に，カラー印刷の色

指定に使用されるCMYK表記（青版，赤版，黄版，墨

版の濃さを%で表示）のデータで管理されている。

３．１．３．施工

和紙に台紙を張り合わせたパネルを組み合わせて貼付

ける。壁とペーパネをのりづけするが，化学のりを使用

せずにふのりなどを用いるために，ホルムアルデヒドな

どを発生しない。乾燥期間は約１ヶ月で，乾燥方法は地

域に残る技術を活用している。壁面サイズに合わせた受

注生産となり，壁面サイズとデザインに応じてあらかじ

め工場で断裁して施行する。厚さがあるために，リフォー

ムの場合は，クロスの上に重ねた施工が可能である。古

民家再生などの場合は，漆喰による施工とクロス張りの

中間の価格帯となることを設定している。

３．２．カラーデザインの検討結果と分析

設定条件や対象となる施主のバランスを考慮して，10

のサンプルを作成した（表１）（図３）。サイズは，シミュ

レーションツールにあらかじめ設定されている日本家屋

の標準的な壁面サイズである。和紙の種類とともにバラ

ンスのとれた使用頻度のサンプルとなるよう配慮した。

ホームページのシミュレーションツールと色見本帖の

色差やパソコンのモニター画面とプリンター，プリン

ター用紙による発色の違いなどの問題があるが，ここで

は，シミュレーションツールと色見本帖の色差を調整し

た。

以下の（  ）内に，使用した色と枚数を図３のそれぞ

れの画面左上から右下への順序で示す。

No１．A（からしいろ10 ／えんぱく１／りきゅうねず

み１／こびちゃ４）

　B（からしいろ６／りきゅうねずみ４／えんぱく２／

こびちゃ４）

住宅の寝室や宿泊施設のベッドのヘッドボード側の壁

 ２．３．シミュレーションツールの検討

カラーデザインの検討をするための操作の過程で生じ

た問題を検討して，改良時のための提案を行う。

２．４．試作パネルの検討　

縮尺二分の一サイズ（面積四分の一）のパネルを製作

して，施工時の不具合も含めて配色の検討を行う。

3. 研究の結果
３．１．［ペーパネ］の特徴

３．１．１．台紙

元々色紙のメーカーであり，色紙の消費量の減少傾向

が続くために，他の方面への展開を模索するなかで，色

紙の台紙の特徴に着目してインテリア空間への活用を展

開されたものである。色紙の台紙は木綿の繊維を含む厚

紙で，天然素材であるために，燃焼しても有毒ガスの発

生がなく，環境性に優れている。また，約２㎜の厚さが

あり，１gに対して２gの水分を含むことができるため

に湿度調節機能が高く，健康的な壁紙として認知度の高

い珪藻土よりも上位となるデータも得ている（注２）。

３．１．２．和紙

［ペーパネ］（特許申請済み）は，楮の繊維を漉きこん

だ［雲流和紙］と麻の繊維を漉きこんだ［金和紙］の２

種類の他に［墨入り和紙］と［エコ和紙］を加えた総称

である。

今回対象とする［雲流和紙］と［金和紙］は，『日本

の壁に色を』という発想から，顔料で各40色染色した

ものである。多色揃えによる魅力と配色の効果を考慮し

て， ３段階以上の同系色を用意しており，色名もJIS慣

 図２　色見本帳
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穏やかさに甘さのある色調を加えて，若年層の女性を

主な対象とした。花畑に蝶が舞うようなイメージで小さ

な色面を点在させている。

No９． （えんぱく１／たんぽぽいろ８／みずいろ１／

あさみどり１／リーフ・グリーン１）

６帖の短辺にあたるサイズで，子供部屋などを想定し

て，８をカジュアルな色調で展開した。

No10. （ぎんねず６／すみいろ６／フォッグ１／たんぽ

ぽいろ１／ベビー・ブルー１）

明るくさわやかなアクセント色をモノトーンで囲み，

モダンなイメージとした。クール・カジュアルとモダン

なカラーイメージは，色彩に関する授業時の調査結果で

は，長年にわたり，男子学生が好む傾向が顕著である。

店舗に使用する際は消防法により，難燃加工が求めら

れるが，その処理により表面の質感が変化して，和紙の

特徴を損なう。

表１　カラーデザインの概要

雲流和紙　　［主な対象］

No
サイズ
横×縦
（ｍ）

住
　
宅

業
　
務

若
年
層

高
齢
層

男
　
性

女
　
性

主な
イメージ

備考

1A
1B
3.6×2.4 ● ◯ ● ● シック/モダ

ン
カット有
額入可

2 4.5×2.4 ● ◯ ナチュラル/
エレガント
（アースカラー）

パターン

3 7.2×3.6 ● ◯ ● ● クール・カ
ジュアル

アクセント

4 3.0×2.4 ● ● （ミックス）

金和紙　　［主な対象］

サイズ
横×縦
（ｍ）

住
　
宅

業
　
務

若
年
層

高
齢
層

男
　
性

女
　
性

主な
イメージ

備考

5 3.6×2.4 ● ● エレガント/
ゴージャス

パターン

6 4.5×2.4 ◯ ダイナミック
/クラシック

カット有

7 7.2×3.6 ● エレガント/
シック

カット有
パターン

8 7.2×3.6 ● ◯ ● ● ロマンチック/
エレガント
（ファンシー）

カット有
 7.2×2.4可

9 2.7×2.4 ● ◯ ● カジュアル/
ナチュラル

カット有

10 3.0×2.4 ● ◯ クール・カジュ
アル/モダン

◯店舗などの業務用には，難燃処理などが必要になる。

面を想定し，Aは１台，Bは２台用である。白地のスペー

スには書画やオリジナルなオプションの設置が考えられ

る。

No２．（とりのこいろ４／かばいろ４／サンド３／メ

ンズ２／ジャスミン１／あまいろ３／かきしぶいろ２

／おうどいろ１）

穏やかな色調が階段状に連続する配置で，広範囲の支

持を受けやすいものとした。

No３．（あまいろ40 ／みずいろ４／リーフ・グリーン

２／オリーブ・グリーン１／レモン・イエロー１）

下部には，調度が配置される事も想定して，上部にア

クセントを効かせた大胆な構図とした。ステージの背景

のようなイメージで，比較的大きな空間での使用も考え

られる。

No４．（きょうむらさき５／ふじいろ３／あかねいろ

１／いまよういろ１／マジェンダ１／オペラ・ボーヴ

１／ラベンダー３）

パネルがタテ３段使いのため，２段目に反対色のトー

ンを用いてコントラストの強い配色とした。左側を濃い

色で囲み，右側に開放感のある方向性を持たせた。

No５．（とりのこいろ２／あまいろ２／サンド２／ジャ

スミン２／いまよういろ２／ゴールド２／ココア２／

オペラ・ボーヴ２）

室内上部を明るく軽い色調として，暖色系とアースカ

ラーの適度なコントラストによる市松模様により，賑や

かで可愛らしさのある配色とした。

No６．（ぎんねず８／こびちゃ１／ひいろ８／りきゅ

うねずみ１／ココア１／かきしぶいろ１）

お茶屋などの朱塗りの漆喰壁を連想させる，粋な賑わ

いを演出する配色とした。中央部分に再分割した小さな

面を配して，屏風のような役割とし，その前に客が座る

ことも想定している。なお，中央部分は，パズルのよう

に縦と横を逆転させた組み合わせも可能である。

No７．（えんぱく20 ／あさみどり２／ラベンダー１／

さくらいろ１／メンズ12 ／みずいろ４）

穏やかで優しい色調で，幅広い層を対象とする。横の

広がりを強調した。下部は，明度と彩度を低くして落ち

着きを出している。

No８．（さくらいろ44 ／やまぶきいろ１／えんぱく１

／オペラ・ボーヴ１ ／あかねいろ１）
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図３　カラーデザインのサンプル
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なお，１Ａ・１Ｂ・６・７・８・９は，切断後に組み

合せの変更をしたものである（図４）。

 

図４　切断前の組み合せの例

３．３．シミュレーションツールの検討結果と分析

ステップ１から４と順を追うことで，簡単で分かりや

すいシミュレーションツールが丁寧に作成されている。

しかし，シミュレーションを繰り返すなかで，作業中に

発生するわずかなストレスを軽減する必要など，改善の

ための問題点を発見した。消費者が飽きずに楽しくシ

ミュレーションを繰り返すためには，重要となる。

１） 実際のイメージとの誤差

色見本帖による確認を行うことがシミュレーション画

面にも明記されているが，実際のイメージとの誤差が生

じる。実際の施工時には，縮小サイズでの試作などを検

討して，事前にイメージの誤差の縮小と調整に努める必

要がある。

２） 色見本帖で確認の折に手間取る

カラーパレットに色名併記が必要である。また，色見

本帳と同順の並びであれば確認しやすさは向上する。各

種オンラインカタログやデザイン関連のコンペなどで

は，ホームページ上の募集要項にカラーパレットが掲載

されている例も多くあるが，品番等が併記されている（注

４）。

３） フリーサイズの設定

フレキシブルな対応を準備しているが，ホームページ

上の説明が不足しており，消費者に届きにくい。また，

不要なスペースもシミュレーション上では色を設定しな

いと次のステップに進まないために，価格計算も調整が

必要になる。

４） サイズ表記の統一

縦５×横３など，サイズの表記が一部異なる部分があ

り，混乱を生じる。

図５は，５月の段階で反映されたものである。 図5　シミュレーション画面
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こびちゃが平坦に沈んでいるため，ぎんねずに変更す

る。

No２．全体の色調から少し浮き立っているあまいろを

ゴールドに変更。白木の目地を入れて階段状を強調す

る。

No３．切断面の直角部分のおさまりを向上させるため

に，あいいろ以外を重ね張りして，段差をつける。全

体の色調と調整するために，レモン・イエローをたん

ぽぽいろに変更する。

No４．中央部分のグラデーションを調整するために，

マジェンダをオペラ・ボーヴ，オペラ・ボーヴをさく

らいろに変更する。

No５．軽やかさを調整するために，サンドをメンズ，

オペラ・ボーヴをあかねいろ，ゴールドをやまぶきい

ろに変更する。

No６．ひいろが予想より淡いために，あかいろに変更

したことにより，ぎんねずをこびちゃ，こびちゃをサ

ンドに変更する。

No７．透け感があるほうが軽やかさがでるために，金

和紙を雲流和紙に変更。それに伴ってメンズをサンド,

あさみどりをリーフ・グリーン，ラベンダーを藤色に

変更する。

No８．えんぱくが予想より白いために，えんぱくをう

のはなに変更し，あかねいろをいまよういろに変更す

る。

No９．えんぱくが予想より白いために，えんぱくをう

のはなに変更する。

No10.  すみいろが予想より暖かく，クール・カジュア

ルでモダンなイメージに調整するために，しっこくに

変更する。

３．５．結果のまとめ

カラフルな配色でも和紙特有の質感により，予想以上

に落ち着きやなじみやすさが強調される。金和紙と雲流

和紙の素材感の違いを活かし，微調整を重ねる事で，和

紙の特徴に寄り添いながら，目的としたイメージがより

クリアに具現化できると思われる。

試作パネルの製作に関する課題としては，更なる軽量

化とパネルの下地となる模擬壁面の安定化がパネル施工

の精度を高めるためには欠かせない要素である。パネル

の下地を変更して再度試作を行う事となった。

３．４．試作パネルの検討結果と分析

３．４．１．屋外での検討

デモンストレーション用に改造された車両に掲示し

て，実際に即した条件のもと，屋外で行った。

わずかな陰影により発色がかなり異なるために，天候

によりイメージの誤差が生じる事が予想される。初期の

段階のデモンストレーションでは，屋外での機動性を発

揮させ，計画が進んだ段階では，屋内で再確認する必要

がある。

３．４．２．屋内での検討

和紙の発色が光線による影響でかなり異なるために，

本来は屋内に張る壁紙であることを考慮して，再度屋内

で検討を行い，部分的に変更して調整をはかった（図６）

（表２参照）。

染色時の吹き付けによる微妙な差異は，手作りならで

はの特徴と良さでもあるが，ある程度の量産を前提とし

た場合は，施工時の満足度を考慮して，その差の縮小に

努めることも重要である。壁紙をカタログで選ぶ際も，

面積の差によるイメージの誤差は生じるが，消費者が既

に経験している許容範囲に近づくことが望まれる。

 図６　試作パネルによる検証の様子

３．４．３．調整のための変更点

雲流和紙の透け感が色によって異なることから生じる

色差や金和紙の質感が抑えられて無地に見える濃色な

ど，気になった箇所を変更した。

No１．Ａは雲流和紙で製作されており，こびちゃが良

い効果をだしているが，金和紙で製作されたBでは，
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ンメニューの提示により，魅力や関心が向上する。

４．２．５．使用空間の展開

住宅における居室より，玄関や吹き抜け空間での要望

も考えられるので，施工例の充実を待つ一方で，空間と

の合成画像の準備も考えられる。

また，シミュレーションツールに用意されているフ

リーサイズの設定が，よりフレキシブルになることが困

難であれば，比較的簡単に価格計算ができるように，グ

リッドの入った用紙を出力可能にするなどの容易な対応

も考えられる。

付記
本研究は，愛媛大学社会連携機構と松山市商工会議所
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注
１．だるま製紙所ホームページ

　http://daruma-p.com/guide02.html

　http://daruma-p.com/ppane/index.php/wp/pt/pt1.

html

２．愛媛県産業技術研究所紙産業技術センターにだるま

製紙所が依頼した実験により確認

３．CSデザイン賞ホームページ

　http://www.csdc.jp/award/student/theme.html
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